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 令和２年度は、未曽有のコロナ禍により、すべての教育活動が大きく影響を受けた。その中で、本校はいち早

くオンライン学習に着手し、時間講師を含む全教員が、双方向のオンライン授業に取り組み、学びの速度を落と

すことなく、着実に生徒の学習の進捗を図り、ＩＣＴを活用した学習へと進化させることができた。こうした本

校の先進的な学びは、多くのメディアに取り上げられ、賞賛を受けることとなった。 

 新型コロナウイルス感染防止対策においても、消毒・手洗いの徹底、個人用パーテーションの活用やＰＴＡの

消毒の協力等を得て、事務職を含む学校一丸となり感染防止を徹底し、都立最大規模の生徒数を有する学校であ

りながら、１名の感染のみで、１２月以降の急増期にも感染者を出すことなく、教育の機会を守ることができた。 

 コロナ禍の厳しい環境で新制度の大学入学共通テストに取り組んだ１１期生に対し、他校より早い時期から夏

期講習を開講し、時差登校を活用して２コマの早朝講習を必修で実施する等により、学習の遅れを取り戻し、自

校実施の外部模試により根拠をもって志望校選定にあたることを支援した。その結果、国公立大学とＧＭＡＲＣ

Ｈは過去最高の合格実績となり、難関私大も過去最高に比肩するまでになった。また、１１期生が昨年度から取

り組んだ個人探究に関し、受験勉強と並行して全員が英語論文を完成させることができたのは特筆すべきことで

ある。この英語論文を成果物として、本校で初めて東京大学の推薦入試に合格を果たすことができた。 

 ほとんどの学校行事や宿泊行事が中止を余儀なくされる中、生徒たちの企画により、３月に全学年で「映創祭」

を実施することができた。４年生の総合では、中止となった行事を１００年後も継続させるための提言をオンラ

インで行った。５年生の恒例の夏の勉強合宿は、オンラインにより全員参加で実施した。また宿泊行事に代わり、

３年生は「多様性の尊重」をテーマに研修を企画・実施した。他校が中止する中、短時間ではあるが２年生の職

場体験も実施した。１年生の総合は、大学との連携も活用した。姉妹校であるフランス、ラフォンテ―ヌ校やオ

ーストラリアの学校とオンラインによる交流を図ることができた。Diversity Café、上級学校訪問もオンライン

を活用することで、物理的な空間の壁を越えて新しい形で実施できた。このように、様々な制約がある中で、新

しいチャレンジを果敢に行ったことは、「開拓精神」を教育理念とする本校の面目躍如と言える。 

 これらの取り組みが功を奏し、中学募集も昨年より減ったが高い倍率を維持し、高校募集においては男女とも

昨年より大幅に倍率を上げることができた。 

 今後は、新学習指導要領の実施に向けて、また来るべき高校募集停止に備えて、教育内容の見直しや質の向上、

高大接続改革で求められる、主体性、多様性、協働性を育む教育へとさらなる進化をめざし取り組んでいく。 

 

今年度の重点的取組と数値目標の結果 ※斜字箇所は、新型コロナウィルス感染問題により、今年度は目標とす

ることが困難であるが、経年変化を見る意味で、継続して記載しておくものである。 

項目  内  容 実  績  

①  

学校 

運営 

ア 

中高一貫教育校の検証結果を踏まえた教育活動の

継承と、都立高校改革推進計画 新実施計画による

改革案を策定する。 

文科省事業のWWLによりグローバ

ル人材の育成を充実させた。 

A 

イ 
分掌及び学年、教科での年間目標と年度末の検証を

実施する。 
年度末の総括により検証した。 

A 

ウ 
学年中心主義を改め、各分掌、教科会における中高

の情報交換の促進と統一した指導体制を構築する。 

統一した指導体制の構築が進んだ

が、学年による温度差は残る。 

B 

エ 
募集・広報活動の充実を図るとともに、円滑な入学

選抜等の実施に向けた経営企画室と連携強化する。 

経営企画室と連携した入学選抜を適

正に実施した。 

A 

オ 
全教諭が年間３回以上の授業見学を実施し、教科指
導力の向上を図る。 

オンラインを活用した授業見学を行

った。 

B 

②  

学習 
ア 

生徒による授業評価および生徒実態調査を実施し、

これらの結果分析を授業に反映させ、次年度の教科

生徒による授業評価では、全学年で

評価の数値が大きく上昇し、生徒の

A 



指導 目標を策定する。 満足度の高さが実証された。 

イ 

教科別指導方法の教科内検討会の実施と進度の分

析を行い、教科指導に関するさらなる工夫・改善を

おこなう。 

コロナ禍でオンラインによる指導の

工夫・改善を重ねた。 

A 

ウ 
小テスト等の実施により、基礎・基本的な学習内容

の定着を図る。 

Classiを活用して小テスト等を実施

した。 

A 

エ チューターの有効活用と自習室の充実を図る。 オンラインで活用した。 B 

オ 
オンライン学習の充実を図り、家庭学習時間を増加

させる。 

オンライン学習の充実を図ることが

できた。 

A 

カ 
英語、漢字、数学などの各種検定に対する年間実施

計画を策定する。 

厳しい環境の中で、検定に引き続き

取り組んだ。 

A 

キ 
外部機関との連携やコンクール参加等により、理数

教育の充実を図る。 
探究活動を通じて充実を図った。 

A 

ク 

英語教育推進指定校としての英語教育の一層の充

実を図る。 

中学校・・卒業までに英検準２級９割取得 

高１・・ＣＥＦＲ Ａ２以上 ９０％ 

高２・・ＣＥＦＲ Ａ２以上１００％ 

中学 英検準２級以上 ９２．８％ 

高校 ＣＥＦＲ Ａ２以上 

高１ ９９．５％ 

高２ ９９．５％ 

A 

ケ 

外部セミナー等を活用し各教員の学習指導力の向
上とともに、教員相互の授業見学を年間３回以上実
施し、学習指導力の向上を図る。 

外部セミナーはオンラインを活用で

きた。 

B 

③  

進路 

指導 

ア 

5 教科による勉強合宿を夏季休業日中に実施し、学
力の伸長とともに、大学受験に向けた意識の啓発を
図る。 

オンラインにより全員参加の勉強合

宿を行い、成果があった。 

A 

イ 

高校生に関しては自己の学力把握のための実力テ

ストと模擬試験を計画的に実施する。また、中学生

に対しては学力推移調査を実施し、学力の定着を図

り、その後の指導に繋げる。 

外部会場の利用が難しい中で高校生

は学校内で模試を実施し、中学の学

力推移調査も計画的に行い、研修に

より情報を共有した。 

A 

ウ 
長期休業中の補講・補習の参加者高校延べ７，００
０人以上。中学延べ３，５００人以上。 

オンラインとリアルを併用して講習

を実施した。 

A 

エ 国公立大学合格５０名以上。 ６３名 A 

オ 難関国立大学合格者８名以上。 ７名（含既卒生） B 

カ 難関私大合格８０名以上。 １０８名 A 

キ GMARCH合格１３０名以上。 １７０名 A 

ク 

卒業生を含む学年検討会・センター検討会等を４回

以上実施し、生徒一人一人に応じた指導内容の共有

化を図り、現役合格率８０%を確保。 

検討会は計画に沿って実施した。現

役進学率８５．２％ 

A 

④  

生活 

指導 

 

ア 
あいさつの励行と時間厳守、制服の着こなし等の基

本的な生活習慣の確立と規範意識の育成を図る。 

制約があったが、生活習慣と規範意

識はある程度育成できた。 

B 

イ 

行事の充実とともに、実施後の検証を通して工夫・

改善を図る。特に白鷗祭（文化祭）について企画内

容などの改革を行う。 

行事は中止を余儀なくされたが、「映

創祭」を新たに実施した。 

A 

ウ 
自主的・自律的な生徒会、委員会活動とその活性化

を図る。 

生徒会活動、委員会活動は時差登校

の時間的制約を余儀なくされた。 

B 

エ 
部活動の活性化を図り、中学・高校ともに、都大会
等以上の大会出場に３団体以上を目指す。 

野球部、和太鼓部、百人一首部が相

当する活躍を見せた。 

A 

オ 年間皆勤者数、学年平均５５名以上。 学年平均７０名 A 

カ 
いじめの実態把握アンケートを３回行い、いじめの

未然防止、早期発見、早期対応に資する。 

いじめのアンケート３回実施。いじ

め案件はなかった。 

A 

⑤  

募集 
ア 

校外における説明会や学習塾等への訪問１５回以

上。 

コロナ禍により校外へはオンライン

で５回参加した。 

B 



広報 イ 中学校説明会参加者 １０，０００名以上。 ― ― 

ウ 中学校入試倍率 ６倍以上。 ５．８０倍 B 

エ 高校説明会参加者 ２，０００名以上。 ― ― 

オ 高校入試倍率 １．７倍以上。 １．７７倍 A 

カ 
ホームページの充実を図り１００回以上の更新を

行う。 

８２回の更新、バーチャル校舎見学

等を実施した。 

B 

⑥  

健康 

推進 

ア 生徒の新型コロナウィルス感染防止の徹底を図る。 急増期にも感染を防いだ A 

イ 
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰによる学年全員面接及び個別指導の充

実を図る。 

コロナ禍でもスクールカウンセラー

の活用を適切に行った。 

B 

ウ 健康推進のための機会の拡充を図る。 コロナ禍でできる限り行った。 B 

⑦  

情報 

活用 

ア ＩＣＴ機器を使った授業を推進する。 オンライン授業を全校で実施した A 

イ 
ＢＹＯＤ活用の活性化を図るとともに、ＩＣＴ機器

を活用した教職員の情報共有化を促進する。 

オンライン授業によるBYODが進

み、Classiも全員が活用できた。 

A 

⑧  

国際

理解

教育 

ア 

中学３年時の海外研修旅行の改善、高校生のシンガ

ポール修学旅行開始、オーストラリア研修旅行の改

善等、海外交流事業の活性化を図る。 

海外への研修旅行はすべて中止した

が、オンラインで交流を実施した。 

― 

イ 
国際社会で活躍する人材を育成するために次世代
リーダー育成事業等を活用し留学の推進を図る。 

８期派遣は中止だが、第９期も多数

の合格者を出すことができた。 

― 

ウ 
フランスとの姉妹校交流の開始等、積極的な留学生
の受け入れを行う。 

海外渡航は全面禁止となった。 
― 

エ 
日本の伝統と文化理解教育を地域研究に発展させ

る取り組みを行う。 

地域と連携した日本の伝統・文化理

解教育を実施した。 

A 

オ オリンピック・パラリンピック教育の充実を図る。 パラスポーツの実践を行った。 B 

⑨  

経営 

企画

室 

ア 適正な予算執行及び経営計画に基づいた予算計画

を策定する。 

コロナ禍に対応し、迅速かつ柔軟に

予算執行を行った。 

A 

イ 
行政系職員と教員系職員の連携を強化し、円滑な教

育活動の推進を図り、経営参画の充実を図る。 
十分に連携を図り、一体となった経

営参画ができた。 

A 

主な目標項目と数値目標 

項目 目 標 対 象 ３１年度実績 Ｒ２年度目標 Ｒ２年度実績 

①  自宅学習時間 
中学生 １時間３５分 ― ― 

高校生 ２時間４０分 ― ― 

②  進路決定 

国公立大・私立難関大

（早・慶・上・理） 

合格者数 

国公立５７名 

難関私大６９名 

GMARCH１２７名 

国公立５０名 

難関私大８０名 

GMARCH１３０名 

国公立６３名 

難関私大１０８名 

GMARCH１７０名 

難関国公立大学合格者

（含既卒生） 
８名 ８名 ７名 

③  
夏期講習 

参加者 

中学生 延べ４，２００名 ― ― 

高校生 延べ８，７９５名 ― ― 

④  皆勤者数 中学、高校学年平均 学年平均６０名 
平均５５名 

(１～６年) 
平均７０名 

⑤  
説明会等 

参加者 

中学校  ９，３４８名 ― ― 

高校  ２，３６５名 ― ― 

⑥  一般入選倍率 
中学校  ６．６８倍 ７倍 ５．８０倍 

高校  １．３４倍 １．５倍 １．７７倍 

⑦  英語力向上 

中学校 
英検準２級以上 

９０．１％ 

英検準２級以上 

９０％ 

英検準２級以上 

９２．８％ 

高校 

CEFR A2以上 

高１ ９７．９％ 

高２ ９７．７％ 

ＣＥＦＲ Ａ２以上 

高１  ９０％ 

高２ １００％ 

ＣＥＦＲ Ａ２以上 

高１ ９９．５％ 

高２ ９９．５％ 



 


